「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第３回学童期思春期部会　摘録案
１　日　時：平成２０年１２月１８日（木）

２　場　所：元生祥小学校１０３教室

３　参加者：（学童期思春期部会）：井越部会長，井上，木村（代理），境，砂田，中川，牧嶋，山縣
　　　　　 （全体統括部会）　 ：浅野，大田，國場，西岡議長，長谷川，藤本 
（五十音順・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・部会長
（２）配布資料の説明
（３）討議
　　　　　　　　 ・学童期思春期部会プログラムの骨子について

　　　　　　　　　（他都市事例を参考に，プログラムに盛り込む課題・テーマ等の整理，エピソード等の検討）

１　挨拶（部会長）
　本日は，学童期思春期部会として，親支援プログラムの内容や骨子について検討する。発言しやすいように，前回よりも密着した形の座席配置にした。
これまでの子育てや普段の活動等で感じておられることを，活発に発言いただきたい。
２　配布資料の説明
　　　事務局から，配布資料について説明。
　　　第2回会議で確認いただいた「グランドデザイン（全体構想）案」をもとに，「伝えたいテーマ」とそれに関連した「エピソードタイトル」及び，他都市で作成されている学習プログラムにおいて同様のテーマが取りあげられている例等を「学童期思春期部会プログラム骨子」としてまとめた。
　　　　　

３　意見交換

部会長　　　　事務局で用意いただいた「プログラム骨子」に基づいて，意見をいただきたい。伝えたいテーマごとに，意見交換をしたいので，事務局から説明をお願いする。
事務局　　　　伝えたいテーマ「子どもも私もかけがえのない存在として認める」「子どもの自尊感情を育む親の関わり方」「子どもの一人一人の『あり様』を認める」について，他都市での学習プログラムの例も踏まえて説明

委員　　　　　「かけがえのない存在として認める」ということは，子ども自身が「生まれてきて良かった」と思えるように子どもに伝えることと，親自身も，子どもを宿した時に感じた喜び等を振り返ること。しかし，親はこのことを忘れがちである。
　　　　　　　中学校において，助産師の協力によって「いのちの授業」として行った取組でも，自分が生まれた時の周りの大人の気持ちを子どもたちが創造することによって，子ども自身に変化が観られた。さらに，地域にお住まいの，年齢の近い乳幼児の母親が，家族や子どもをもつ喜びを子どもに伝える取組でも，子どもの心に響くものがあるようであった。
　　　　　　　現在は，こうした取組はそれぞれの学校と児童館という狭い範囲の連携で行っているが，助産師やＰＴＡの協力で，例えば，進路を考え始める中学2年生の時期に全生徒が経験する，ということを行ってはどうか。

部会長　　　　子どもが小さいときから，継続的にそうしたことを伝えていくことが大切。

委員　　　　　特別授業ということでなくても，本来，各家庭の中で，幼児期からそうした子どもの生まれるときのエピソードなどを伝えていく。その積み重ねが，子どもの「自尊感情」を育むベースとなり，思春期を迎えた子どもたちが，様々な課題に直面した時にも影響する。

委員　　　　　中学校の授業で，「親から子への手紙」という取組を行った。親には，これまでどういった思いで子どもに関わってきたか等を書いてもらった。

　　　　　　　それを読んだ子どもの中には，感動して泣いている子もいた。そして，子どもから親へ返事を書いて，親も泣いていた。

　　　　　　　思春期や反抗期に入る前に，「親子の絆」を確かめるこのような取組は，大変意義深いと思う。

　　　　　　　親学びのワークショップの中でも，子どもが小さいときの写真を使って行うようなものがあってよいのではないか？

委員　　　　　自分の子どもが小さいときの印象的な授業にも，親子の間で，「子どもへの手紙と親への感謝状」という取組があった。
　　　　　　　ワークショップでの体験がきっかけとなり，家庭での継続的な実践に繋がっていけばよい。
委員　　　　　平成18年度から，児童館と中学校が連携して，中学生と赤ちゃん交流事業を行っているが，助産師や保健所，主任児童委員，女性会等とも連携して大きな取組になっているところもあれば，そうでないところもある。

委員　　　　　ワークショップだけでは，子どもの反応が感じられないので，各家庭での実践が大切。
委員　　　　　「親学びプログラム」の導入部分は

　　　　　　・親が，自分の子どもが生まれてきたことの「尊さ」を思い返すためのもの。
　　　　　　・自分の子どもに「自分が生まれてきたことの大切さ・尊さ」を伝えるための，親の関わり方を学ぶためのもの。
　　　　　　のどちらの手法も必要。

　　　　　　　また，プログラムを一つ一つバラバラに設定するのではなく，「子どもにとって親が今，いなくなったらどれだけ大変か（普段どれだけ親に頼っているか）」等から「普段から手伝いすることの大切さ」を伝えつつ，「子どもがしっかりと役割を果たしたときに親が子を『褒める』こと」を親自身が学ぶという広がりと連続性のあるプログラムが良いのではないか。
委員　　　　　子どもの年齢・発達段階に応じて「自分の大切さ」を伝えていくことが大切。
小学生の段階では，親との関わりを通じて子どもに「自分の大切さ」を伝える，中学生になれば，「生まれてきたこと自体が素晴らしい」ことを伝えると，子どもたちには理解しやすい。
　また親も「子どもがどう生きていくか」という先ばかり気になって，根本にある「生まれてきたことの大切さ」自体を伝えられていないのではないか。
委員　　　　　母親の立場で考えると，「自分の子どもと他の子どもを比べる」といった時に，母親自身が比べられることに対する不安が根底にあるのではないか，と感じている。

　　　　　　　実際に，母親は自分ができていないところばかりを周りから責められ，それが結果として，子どもに対する「私はこんなにがんばっているのに，あなたは・・・」といった感情や行動に繋がっているのではないか。まず「母親自身の存在を認める」ということが大切。

部会長　　　　一人目の子どもの時は，特に周囲からの評価が気になった。常に「あの母親は何もしていない」と思われているのではないかと気になって，必死に頑張っていた。二人目の子どもの時は，そうしたプレッシャーからも解放されて，自由に育てた。
　　　　　　　しかし，それぞれの子どもには，それぞれの良いところが違った形で育っている。

親の気持ち次第で，子育ては変わる。

委員　　　　　子どもにとっては，他の子どもと比べられるより，兄弟と比べられる方が辛いのではないか。今回の親学びプログラムの前提として，何か「親子関係を築く」前提となる視点でのテーマが必要ではないか。

委員　　　　　「いのち」の存在のかけがえのなさを伝えることが大切。親同士が認め合える関係づくりも大切。テクニックに関する知識を得るだけではなく，親自身が変われるものが良い。
委員　　　　　夫婦の性格やスタイルによって，親子関係に様々な形があるが，信頼関係が築かれていることが大切。基本となる部分を伝えることができればよい。
委員　　　　　親を責めるつもりはなくても，最後にいつも「頑張って」と言っていた。親自身がそれぞれ悩みを抱えながら頑張っていることを受け入れて共感し合えることが大切。

また，自分の子育て年表のようなものを作って，親同士がそれぞれの子育てを認め合える機会としてワークショップに取り入れてはどうか。

委員　　　　　学習プログラムの冊子は，一つの道具。道具は出来るだけシンプルにして，その道具を使ってどれだけ「喋り合えるか」が大切。

委員　　　　　今回のプログラムは，親自身が「成長」することを目的として，内容を検討する必要がある。現在「親支援」という表現がタイトルについているが，「支援」という言葉には，外からあなたたちを何とかしてあげる，といったニュアンスがあるので，相応しくないのではないか。

　　　　　　　京都の特色をいかした，京都ならではの「学びや学習プログラム」というもので，参加者が成長していけるようなものがよい。

委員　　　　　「褒める」ということは「評価する」ということに繋がる。

　　　　　　　例えば，自信を与えるために「褒める」という作業は，「褒める」ことで「相手を認めよう」ということ。相手も，「褒めてもらう」ためにやっているのではない。

大切なことは，「褒める」ことではなく，「認める」こと。

委員　　　　　親も子も，自分が「頑張っている」ことを「認めて」もらいたい。

　　　　　　　「支援」というのは，外側から何かしてあげるというイメージがあるので，やはり，自分自身が成長するということが大切。

事務局　　　　親子で共に参加するワークショップ等も手法の一つだと感じた。

　　　　　　　それでは，次の「伝えたいテーマ」について説明させていただく。

　　　　　　　

事務局　　　　伝えたいテーマ「家庭・家族における親・祖父母の役割とバランス」「子どもの話を“聴く”力をつけよう」について，他都市での学習プログラムの例も踏まえて説明

委員　　　　　命が大切にされない実態がある等，子どもが大きくなって生活する現実の社会環境の厳しさは，親がどれだけ子育てを頑張っても子どもに降りかかってくる。親自身がそのことを認識し，親が連帯感の中で育っていく「親の社会力」を高めるプログラムである必要がある。
委員　　　　　親は子どもを産んだときに，この子が生きる社会が平和であって欲しいと，社会のことを考える。
委員　　　　　こういったプログラムを経験した人が，地域に帰っていくことが大切。

　　　　　　　また，何かを得るためには，自分の時間や他の何かを犠牲にしなければならない。自分から何かを出さなければならないということを伝える必要がある。

委員　　　　　母親を認めるワークショップとするためには，その場で話をすることや聴いてもらってコミュニケーションできること，また考え方は一つでなく違いを認め合えるということの「充実感」を，プログラムの導入部分で感じてもらえることが必要。

　　　　　　　また，親同士も繋がることができ，仲間がいて，皆と一緒であれば何かが出来る，地域も変えていけると思えるようなプログラムが望ましい。

委員　　　　　「親と子にどういった関係が望ましいか」という内容だけでなく，その根本にある「夫婦関係の大切さ」等を伝えられるプログラムとする方がよいだろう。
　　　　　　　父の役割，母の役割等も本来は一定あるのかもしれないが，現在は様々な家庭環境もあり，一律には示せない。現実に沿った学習プログラムである必要がある。

事務局　　　　伝えたいテーマ「親同士の人間関係づくり・地域のつながりを考えよう」「子どもが思い通りにならないと悩む親自身がリラックスできるように」「親自身も自分の思いを抱え込まないように」について，他都市での学習プログラムの例も踏まえて説明。

部会長　　　　これまで，幾つかの子育てサークルや親同士の集まりに参加してきたが，けっして母親全てが「おしゃべり好き」というわけではない。逆にそういうことが苦手で，入っていけない人もいた。

委員　　　　　少人数の集まりから気持ちを出せるようになって，徐々に大きいグループにして話し合っていくのがよい。
委員　　　　　実質２人からでもよい。

部会長　　　　同じような悩みを持った人同士が集まれる機会が大切。

事務局　　　　親同士のリラックスやつながりということについて考えると，内容的にはどのようなものが良いか？

委員　　　　　地域と子どもや家庭のつながりという点については，少しずつ関係づくりが広がってきていると感じている。地域のために頑張っている親の姿を子どもが見ることは，大変良い効果がある。

　　　　　　　また，若い親は，地域の子育て支援世代との世代間ギャップを口にされる。地域の住民が，子育て現役世代の家庭に寄り添いながら連携していくためには，この世代間ギャップを埋める必要がある。
　　　　　　　逆に，子育て現役世代から地域への関わりを行動化することも大切である。

委員　　　　　例えば，「夕方子どもを迎えにいくかがどうか」といった事例では，「この地域は安全だから迎えに行かない」と答える親がいる。その時に，その「安全」は，誰のお陰で成り立っているのか，を考えることがある。

　　　　　　　警察や公的機関だけではなく，目に見えない何か「＝地域の人々の活動」によって成り立っていることに気付き，次は自分自身がその行動主体になることが必要。


部会長　　　　区民運動会等，地域の活動で楽しめるものは結構ある。そういったことを伝えていければよい。
委員　　　　　高校生に対して，父親が子育てに参加できていないエピソードを実際のお母さんから話してもらった。それを聴いた高校生は，子育てにおける夫婦関係の大切を感じていた。
　　　　　　　今回の学習プログラムの中でも，良好な夫婦関係構築の支えになるようなものがあってもよいのではないか。

　　　　　　　また，地域との関わりでも，自分がどういった「地域」を望んでいるかを考えることから始めて，それに対して自分がどのように関われるかを考えていけばよいのではないか。

事務局　　　　様々な意見を出していただいた。具体的な学習プログラムの組立てに生かしていきたい。

委員　　　　　子どもの成育履歴の各段階で，子育てに関する様々なエピソードを子どもに伝えていくことが大切。

　　　　　　　また，学習プログラムを進める上では，支援者の養成・スキルも重要になってくる。

事務局　　　　「支援」ということではなく，学び合い・高め合うということを大切にしたい。既存の様々な機会はもとより，そういった場面をどのようにつくっていくのかも重要になる。

事務局　　　　次回，1月16日の第4回会議で，残りの「テーマ」等についてご協議いただきたいので，よろしくお願いする。

